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課題１ 2つの文章の違い

A：自分の私的体験や周囲で

伝聞したことを根拠にして、
結論を導き出している。

B:自分が考える主義主張を

社会一般的な根拠から
結論を導き出している。



この授業でくりかえし伝えていますが…

作文と調べ学習とレポートの違い

• 作文・感想文
自分の経験や感情を主観的に書いた文章。

• 調べ学習
調査したこと、調べたことをまとめた報告。

• レポート

事実・結果とそれに基づいて、自分はどう考えた
のかという意見を、客観的論理的に書いた文書。



論理的に考えて、決断すること

課題設定
• 収集した情報を整理分析し課題を設定する。

原因究明

• ５W２Wなどで課題を検証する

• 原因を特定し解決方法の仮説を立てる

意思決定

• 仮説の現実性を検証して、重要度や緊急度
の視点から最も有効な打ち手を決める。



レポートには感情や感想は書かない

スピーチについて3段階で評価をしてもらった

結果、沢山のクラスメイトが「大変良い」を評
価してくれて、うれしかったです。

→ 「うれしかった」は感情



課題2① 根拠から結論の導き方

• ６０名の入院患者に入院生活に関する
調査への協力を依頼したところ、
うれしいことに全員が同意してくれた。
入院患者が入院生活の問題として挙げ
た項目では「食事の内容」が最も多く、
次に「病室のプライバシー」であった。
このことから、食事の内容を改善すれば
入院患者の問題が解消されると考える。



• ６０名の入院患者（男性３２名、女性28

名、平均年齢71.歳） に入院生活に 関
する調査への協力を依頼したところ、
全員の回答を得た。

• 入院患者が入院生活の問題として挙げ
た項目では「食事の内容」（41名）が最も
多く、次に「病室のプライバシー」（15名）
であった。

• このことから、食事の内容に対する問題
の改善が最も入院における生活改善に
つながると思われる。



課題2② 根拠から結論の導き方

• スピーチの構成についてクラスの人40

名に「大変よい‐よい‐悪い」の3段階で評
価してもらったところ35名の人が「大変よ

い」と評価してくれた。なのでこの人はス
ピーチ上手であると思われる。



→ スピーチ上手であると思われる。

※ 上手下手は客観的・論理的に説明する

には「評価しにくい基準」。

数字の比較などをしないと難しい。

・・・ 5名の中で最も高い評価だった

前回のスピーチよりも評価が10名増えた



課題3 調査をするための目的→動機

なぜこの調査する問題を取り上げるのか

• 社会的に大きな問題だから

• 職業や立場的に重要であるから

• 自分が興味がある・その立場にある



引用＝自分の意見を補強する

• 由田は、多量飲酒は重篤な循環器疾患であ
る心臓病や脳卒中の最も重要な危険因子の
ひとつである高血圧の原因にもなると述べて
いる。この関係を調べた成績によると、習慣
的な飲酒量が1週間当たりで日本酒9合弱（1
日当たり日本酒1.3合弱）である集団は、非飲

酒者の集団に比べ、既に血圧は高い水準を
示したと報告されている（2005）。



課題４② 何を調査する項目にするか

• 予想（仮説）を立てて、実際を調べるために

調査を行うというプロセス。

例：男女で喫煙率に差がある

・・・アンケートに男女の項目を入れる

• 予想を立てた場合それは、今回の調査で

調べられるものかどうか。

例：飲酒運転の経験がありますか？



課題56 出た結果をどのようにまとめるか

• 58人中8名が喫煙している

・・・何と比べて結果を出す？

• 予想通りだった？ 意外だった？

• これから何が言えるか・・・結果

• なぜこのようになったと思うか・・・考察



図と表の違い
図は数値ではなく、グラフも含めそのアナログ

表現（形や大きさ）が説明意味を持つ。

表は数値や文字を整列させたもので

数値自身が説明意味を持つ。



表にするとわかりやすく説得しやすい

ほぼ毎日1週間に
2回から6回

1週間から
1ヶ月に1回

飲酒しない飲酒習慣

５７１０１８1年生

４８１４１４2年生

１０１１５１７3年生




